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ジオパーク名：三島村・鬼界カルデラジオパーク 

 報告責任者：三島村ジオパーク推進連絡協議会 会長 大山 辰夫 

 

三島村・鬼界カルデラジオパークが条件付き再認定となってからの活動等について、報告書様式に

沿って報告する。 

 

A. 三島村・鬼界カルデラジオパークについての一般情報 

 

【なぜジオパーク活動を進めるのか】 

 三島村・鬼界カルデラジオパークは、世界レベルの地質資源を保全し、それらを研究、教育、防

災、観光などに活用したジオパーク活動を推進することによって、三島村に人が訪れ、雇用が創出

され、人口が増加し、三島村が持続可能なものになると考えている。 それらの活動を通して島民が

島に誇りを持ち、また卒業して島を出ていく子どもたちが「ここに帰ってきて働きたい」と思って

もらえるような地域を築くことを目指す。 特に、三島村の人口減少に対応するための計画である三

島村第Ⅱ期まち・ひ と・しごと創生総合戦略においては、「ジオパークの枠組みを最大限に活用し

た観光振興で交流人口の拡大を図る」と位置付けている。 

※上記の目的を 2020 年 8 月に更新した三島村・鬼界カルデラジオパーク基本計画で定めている。 

（資料①） 

【面積】 竹島：4.20 ㎢   硫黄島：11.65 ㎢   黒島：15.37 ㎢  

     ※三島村・鬼界カルデラジオパークの面積：2600 ㎢ 

 

【人口】 384 人（令和 3 年 9月 1日現在） 

 

【日本ジオパークとして認定された年】 2015 年 9 月 4日、条件付き再認定：2020 年 1月 10 日 

 

【前回の JGC 再認定審査日と前回審査員の氏名】  

令和元年 12 月 3日～5日（11 月 22 日自己評価表ヒアリング） 

 審査員：茨   城 産業技術総合研究所 渡辺真人氏 

北海道 三笠ジオパーク推進協議会 事務局次長 下村圭氏 

 

【連絡先氏名、肩書き、メールアドレス】  

 三島村定住促進課 ジオパーク推進員 増野 雄基 Email：teijyu07@mishimamura.jp 

 

【ウェブサイトの URL】    

 ・三島村・鬼界カルデラジオパーク公式 HP：(https://geomishima.jp/) 

・GO! MISHIMA （http://mishima.link/） 

 ・三島村観光協会 公式通販サイト(https://mishimakanko.thebase.in/) 

 ・鹿児島県三島村産 大名筍公式サイト（https://takenoko.link/） 

A. 三島村・鬼界カルデラジオパークについての一般情報 
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【ソーシャルメディア】 

 ・鹿児島県三島村ジオパーク（非公式 facebook：https://www.facebook.com/mishima.geopark/） 

 ・鹿児島県三島村（非公式 Instagram: mishima.village） 

 ・三島村大好き（非公式 Instagram：mishimamuradaisuki） 

 ・三島村大好き（非公式 Twitter：@mishimamura） 

 ・三島村観光案内所（非公式 facebook：https://www.facebook.com/kankoumishimamura） 

 ・三島村各学校インスタグラム 

三島村立三島竹島学園 (@mishima_takenoko) 

  三島村立三島片泊学園 (@mishima_kaddomaikko) 

 ※内容が類似したアカウントもあるので整理が必要だと考えている。 

 

 

A. 三島村・鬼界カルデラジオパークについての一般情報【資料なし】 

B. 提出書類一覧 【当ページ】 

C. エリアの一体性 【資料なし】 

D. 前回の指摘事項に関する取組・改善点 

資料①：三島村・鬼界カルデラジオパーク基本計画（R2.8 月更新版）とアクションプラン 

資料②：三島村観光に関するアンケート 

資料③：魅力度・認知度調査結果 

資料④：ジオサイト一覧 

資料⑤：三島村・鬼界カルデラジオパーク 新パンフレット 

資料⑥：三島村・鬼界カルデラジオパーク 横断幕、のぼり旗 

資料⑦：薩摩硫黄島 火山砂防ハザードマップ 

資料⑧：大規模自然災害時におけるデジタルサイネージの有効活用に関する調査・研究（三島

村ジオパーク学術研究等奨励補助金申請分） 

資料⑨：ジオサイト台帳（硫黄島港） 

資料⑩：令和 2年度三島村黒島地質調査報告書 

資料⑪：大名筍を代表とした三島村産品の新規加工食品の開発（鹿児島大 共同研究） 

資料⑫：令和 2年度黒島遺跡調査報告書 

E. 領域 

E.1 領域 

資料⑬：鬼界カルデラ研究解説書 

資料⑭：竹島港ジオサイト看板データ 

資料⑮：ハマギを活用した特産品開発事業報告書 

資料⑯：三島村ジオパーク学術研究等奨励補助金要項 

資料⑰：研究論文「竹島の歴を継承していくために」 

資料⑱：九州大学大学院理学研究院とのオンライン協定締結式（プレス） 

資料⑲：神戸大学海洋底探査センターとのオンライン協定締結式（プレス） 

B. 提出書類一覧 
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資料⑳：論文要旨「鬼界カルデラの研究史にもとづくカルデラ噴火の全体象：カルデラ噴火の

長期的予知・予測への将来展望」 

E.2 その他の遺産  【資料なし】 

E.3 管理運営   

資料㉑：ジオパーク協議会委員名簿 

E.4 重複（オーバーラッピング） 【資料なし】 

E.5 教育活動  【資料なし】 

E.6 ジオツーリズム 

資料㉒：三島村カヤック貸出しに関する規定 

資料㉓：三島村・鬼界カルデラジオパーク モニターツアー等開催業務報告書 

E.7 持続可能な開発とパートナーシップ  【資料なし】 

E.8 ネットワーク活動  【資料なし】 

E.9 地質鉱物資源の販売  【資料なし】 

E.10 防災・安全対策、防災教育、災害対策 【資料なし】 

F.その他  【資料なし】 

資料㉔：自己評価表 

 

C. エリアの一体性  

 

 2015 年の日本ジオパーク認定時のエリアから拡大・縮小

等は行っていない。三島村・鬼界カルデラジオパークは竹

島、硫黄島、黒島の 3島に加え、鬼界カルデラを含む周辺

海域と定義しており、 

北緯 30 度 32 分 6.1 秒  東経 129 度 48 分 53.1 秒  

北緯 30 度 32 分 24.8 秒 東経 130 度 29 分 53.3 秒 

北緯 30 度 53 分 40.6 秒 東経 130 度 29 分 46.9 秒 

北緯 30 度 53 分 20.6 秒 東経 129 度 48 分 43.5 秒 

 上記の位置を囲んでできる【40ｋｍ×65ｋｍ＝2600 ㎢】 

をエリアと定めている。国立公園やその他ユネスコサイト 

に指定されていないため、上記のエリアとの重複はない。 

 現在、鹿児島県と連携しながら三島村県立自然公園指定に向け手続きを進めている。鹿児島県と

しては三島村の貴重なジオサイトの保護保全を進めるべきだとし指定に向け動いている。ジオサイ

トについては基本的に特別地域に設定され、破壊防止など外部から手が入るのを防ぐ。正式に指定

されれば県立自然公園の指定区域とジオパークのエリアとが重複することになる。 

 

 

 

三島村・鬼界カルデラジオパークの位置 

C. エリアの一体性  
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D.  前回の指摘事項に関する取組・改善点 

 

前回審査結果：条件付き認定(イエローカード) 

 

【指摘事項】 

I 緊急に着手ないし解決すべき課題（おおむね 1年以内） 

 １．現在、島の見どころにどれだけ観光客が訪れ、どの程度満足しているか、などのデータが全

くない。したがって、フェリーの乗船者数だけではない、より詳細な入れ込み客数やサイト

訪問者数の調査、マーケティングと観光客のニーズの調査に加えて、次項で述べる計画を実

行した際の経済効果の分析などを進める必要がある。取り急ぎ、訪問者数の調査や観光客の

ニーズの調査などに着手するべきである。 

      〈取組・改善点〉 

    フェリーみしま乗船申込書を基に、島別の観光来島者数を集計している。ジオパーク認定

後からコロナ前の平成 31 年度までの観光客は年間 1000 人ほどと横ばいであった。令和 2年

度以降は村が観光・レジャー目的の来島自粛を要請している。サイト別の訪問度・魅力度を

図るため、アンケート(資料②)を各地区民宿や、フェリーみしま船内等に設置しているが、

来島自粛によって観光客が激減し、十分なデータは収集できていない。コロナ明けに期待し、

アンケート調査は継続しニーズを探りたい。代替として、三島村の認知度及び地域資源の魅

力度調査（資料③）を行った。これによると一番の課題は認知度であり、ジオパークの要素

が持つポテンシャルが明らかになった。ＪＧＮが行った各ジオパークの認知度調査でも認知

度の課題が浮き彫りとなった。活動を持続可能なものにするためには当ジオパークの魅力を

発信することで認知を拡大し、まずは観光客増加に努める必要がある。 

 

   〇フェリーみしま乗船申込書から算出した年間の観光客数（単位：人） 

  竹島  硫黄島 大里 片泊 計 

H29 231 557 85 75 948 

H30  230 719 95 92 1136 

H31 193 621 72 171 1057 

R2 10 23 8 16 57 

 

 ２．上記調査を踏まえつつ、全体計画の策定と各島にあわせた詳細計画(アクションプラン)の策

定が必要である。全体計画の策定にあたっては、本ジオパークの目的、つまりこのジオパー

クを運営することで島民にどのような効果やメリットをもたらすかをまず明確にしなくて

はならない。観光の計画にあたっては、島の素晴らしい自然・文化を損なわないようなサス

テイナブルツーリズムの観点が必要である。その上で各島の状況に合わせた具体的な事業計

画と年次展開を立案して欲しい。 

 

     

D.  前回の指摘事項に関する取組・改善点 
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  〈取組・改善点〉 

前回の指摘を受け、令和 2年 8月に三島村・鬼界カルデラジオパーク基本計画を更新し、

本ジオパークの目的や島の基本方針を策定した。事務局や協議会委員で協議しながら作成す

ることで各島の現状にマッチし、島別の活用の方針を打ち出したものとなっている。本ジオ

パークの年次計画は、この方針をもとに三島村の予算を編成することによって実施されてい

る。これにより教育面での活用は進んでいるものの、ツーリズムでの活用については課題が

見えてきている。前述の魅力度調査結果を踏まえ、地域経済活性化戦略見直しを行った。客

観的な考察により、火山が生み出す温泉や椿などのジオの恵みを活用した観光戦略が有効と

いうことが分かり、ブランディングを再考するための素材を集めることができた。それらに

基づき今後の観光を推進していく。 

 

II できるだけ早く解決すべき課題（おおむね 2年以内） 

 ３．現状の情報発信では、多くの訪問者はジオパークの見どころにたどり着くことが困難である。

ジオパークの見どころの場所やアクセスを含む情報を、web、パンフレット、フェリーターミ

ナルやフェリー船内の展示で提供して欲しい。 

〈取組・改善点〉（資料④） 

   三島村・鬼界カルデラジオパーク基本計画の中で定めたアクションプランに沿って、対応を

進め、ジオパーク公式 HP へジオサイトの位置情報等の更新、ジオストーリ―と共に見どころも

掲載した。各島のジオサイトをすべて網羅したパンフレット(資料⑤)も制作し、グーグルマッ

プへのジオサイトの落とし込んだ(申請してもプロットされない場所もあった)ことで、ジオサ

イトの場所・道のりが明確となった。これら情報を活用し、フェリー船内で見どころの発信を

行っているところである。また、三島村観光協会がフェリーみしま待合所に直売所の新設に向

けて施設所有者である鹿児島県に対して要望活動を行った結果、来年度以降、開設の可能性が

高まっている。ジオパーク協議会もジオの恵みを使った特産品の販売やジオパーク情報を発信

できるよう同協会と連携していく予定である。 

 

 ４．訪問者がこれからジオパークに行く、あるいは今ジオパークにいることがわかるように、フ

ェリーターミナルや港、観光案内所や宿などにジオパークが見えるようにして欲しい。 

〈取組・改善点〉 

ジオパークと一目で分かるノボリ旗や横断幕(資料⑥)を作成し、フ

ェリー待合所やタラップ(フェリーみしま乗船時に使うハシゴ)に設

置した。フェリー船内にはジオパーク関係の書籍・他地域のジオパー

ク資料などを配置し、可視性を向上させるだけではなく、ネットワー

ク活動への貢献も欠かせない。パンフレットは観光案内所など関係各

所に設置し、容易に入手できる。新たに制作したパンフレットでジオ

サイトに指定されている場所を一般の方も認識できるようになった。 

ジオパークカレンダーは島の情報を後世に残す目的で制作してい

るが、村内の認知獲得にも大きく貢献している。三島村全世帯に配布

ジオパークカレンダー 
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されており、フェリーの運航予定をカレンダーに書き込む家庭が多いため、多くの家庭で活

用されている。そのため域内住民のジオパークの認知度はほぼ 100％に近く、ＪＧＮ中でも最

も高いと思われる。 

 

 ５．島民向けだけでなく観光客向けの防災対応及び対策を積極的に進めてほしい。港や宿など様々

な場所でハザードマップの掲示を行うと共に、観光客が火山情報を得られるようにすべきであ

る。 

    〈取組・改善点〉 

ハザードマップは鹿児島県と連携し、活火山のある硫黄島版(資料⑦)は完成しており、こ

れらをフェリーみしま船内に硫黄岳の噴火警戒レベルを知らせるチラシや万が一噴火した際

の村の対応、 避難施設の紹介などと共に掲示した。これらは島原半島ジオパークに協力い

ただき実施した三島竹島学園での防災授業の際の資料を活用して作成したものである。気象

庁が硫黄岳山頂の状態が分かる監視カメラを設置しており、掲示した情報と共に QRコードで

紹介し、観光客も火山情報を得やすい体制が整っている。宿や出張所にも防災担当課の総務

課より配布していただき、各所で防災情報が見えるようになった。また民宿ごとの避難確保

計画の作成も鹿児島県と連携して進められており、今年度の 11月までには完成予定となって

いる。この避難確保計画を活用し、宿泊者に対し噴火時等における円滑かつ迅速な避難の確

保を図ることができるようになる。三島村公式 HP にもハザードマップ、土砂災害警戒区域等

マップなどを新たに掲載した。また今年度から創設された「三島村ジオパーク学術研究等奨

励補助金」にて申請のあった大学と連携し、防災啓発用のコンテンツを作成し、フェリーも

しくは島内にデジタルサイネージを用いて防災情報の発信する予定である。(資料⑧) 

 

 ６．地域住民や一般観光客の目線を意識した、アカホヤ噴火の歴史からはじまる、それぞれの島

の個性を活かしたわかりやすい物語を、地域住民と協働で作り上げていく必要がある。 

〈取組・改善点〉 

ジオストーリーについては 2015 年の日本ジオパーク認定後に定めたものを、三島村・鬼界

カルデラジオパーク HPで公開している。新たに改正した三島村・鬼界カルデラジオパーク基

本計画の各島の方針から読み取れるように、近年の研究により各島それぞれの個性が際立ち

始めている。これらストーリーを部会活動や島民との対話の中でさらに共有していくことが

必要だと考えている。各島で行う三島村魅力発見講座は、各島のストーリーを反映した内容

で行っており、ジオガイドを目指さない住民の参加も多くある。この活動を通して各島のジ

オストーリーの定着・発展を図っている。 

 

III 解決すべき課題 

 ７．ジオパークのサイトの台帳などを作成し、ジオサイト・エコサイト・カルチュラルサイト・

ビューポイントなどの区別を整理し、現状把握・保護保全の状況・管理状態など、総合的に

明記し、全員が共有できるような体制を構築し、保護保全計画を策定する必要がある。 
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  〈取組・改善点〉 

九州ブロックのジオパークネットワークを活用し様々な様式を参考させていただき、ジオ

サイト台帳(資料⑨)を作成した。これによりジオサイトの説明・状態などを把握することが

できるまとまった資料が完成した。これを作成することで観光案内所、地区会などが行うジ

オサイト保全活動が明確となった。定期的に草刈りなどの整備が行われており、昔から根付

く保全活動の見える化ができた。フェリー船内等で引き続き実施するアンケートで観光客の

ニーズを探りつつ、訪問数が多いところを中心に保全活動を行うなど具体的な保全計画の策

定を進めたい。 

  アクセスが悪く活用が進んでいないサイトもあるため、計画的な整備が必要となっている。

基本計画の資料にサイトの解説版の作成に係る優先度を付けており、この優先度に準じ、ま

た地元の要望を反映し、整備を実施している。 

 

 ８．協議会と事務局の体制を見直す必要がある。協議会の下の部会を、島の若手・中堅の参画で

活性化すると共に、事務局では明確に業務を分担し、さらに役場内の他セクションとの協力

も進め、より多くの人がジオパークの運営に参加する体制を作って欲しい。 

〈取組・改善点〉 

    ジオパーク協議会については委員の再編成を行った。特に外部有識者については積極的に

活動に関わっていただける県内在住の方を新たに選任し、調査研究で連携が進み、新たな学

術情報の蓄積が進んでいる（外部委員との連携については下記に記載）。 

部会については、ジオパークカレンダーのデザインに携わる方、元ジオパーク専門員、教

育活動の中心人物など、すでに実働的な活動がある方を部会長に選任し、広報部会、調査・

研究部会、教育部会、ガイド部会の 4つの部会を設置した。活動の状況であるが、ガイド部

会は認定ガイドが１５名誕生したこともあり部会長を中心として、コロナ禍においてもオン

ラインでのガイド研修会の開催など活動の活性化に努めている。他の３部会については、形

だけの組織とならないよう、引き続き、実際にジオパーク活動に携わっている方々を中心と

して、部会長の推薦方式で、協議会事務局と協力して選任を進める予定である。 

また、活動の実態として、調査研究に関する協定や防災の取り組

みについては総務課、コロナ禍での観光受け入れ対応判断は民生課、

ジオガイドブックなどの副読本の作成、ジオ検定等については教育

委員会、県立自然公園指定に向けた区域設定などは経済課、フェリ

ー乗船者情報の集計については船舶課が行うなど各課と連携しなが

らジオパーク活動を進めているところである。 

当ジオパークの事務局は行政区域外である鹿児島市の三島村役場

内にあることから、特に役場職員も部会員として活動に参加するこ

との意義も大きく、上記連携を部会活動として主体的に運営に関わ

る事のできるよう、協議会事務局長が役場職員の選任及び支援の方

法についても調整を進めている。 
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【ジオパーク協議会委員（外部委員）との連携】 

・小林 哲夫氏（鹿児島大学名誉教授）（資料⑩） 

令和 2年度に知見の少ない黒島での地質調査を実施。ジオパークカレンダーの取材を 

通して、学術情報をフィードバック。 

・藤枝 繁氏（鹿児島大学特任教授）（資料⑪） 

令和 3年度に大名筍など三島村のジオの恵みを活用した特産品開発で共同研究。大学の練習船

を活用したジオ科授業「私たちの海から地球(ジオ)を学ぶ」でも連携。（マイクロプラスチッ

ク採取や漂着ごみ調査なども実施） 

・中園 聡氏（鹿児島国際大学教授）（資料⑫） 

令和 2年度、令和 3年度に黒島で遺跡発掘調査。学校と連携し遺跡発掘ツアーの実施 

や住民への報告会を実施。ジオパークカレンダーの取材を通して、学術情報をフィードバック。 

・寺田 仁志氏（文化庁 調査員） 

黒島で撮影された植物写真の種の同定を依頼。ガイド養成講座である三島村魅力発見講座の座 

学・フィールドワークの講師も務める。ジオパークカレンダーの取材を通して、学術情報をフ 

ィードバック。 

 ・東川 隆太郎氏（かごしま探検の会 代表理事） 

  ガイド養成講座である三島村魅力発見講座の座学・フィールドワークの講師も務める。ガイド

研修などへの活用を考え作成したジオ的魅力を紹介した映像資料作成で協力いただいた。 

 

  

 

E.1  領域 

E.1.1 地形地質遺産および保全（資料⑬） 

地質学的重要性：鬼界カルデラと後カルデラ火山群を見どころとするジオパークである。 

 鬼界カルデラは、日本の縄文早期/前期境界の指標とされている「鬼界アカホヤ火山灰」を噴出し

たものであり、考古学上非常に重要であることは言うまでもないが、7300 年前という非常に新しい

時代に噴出した火山噴火指数 7 クラスの噴火の痕跡が、容易にアクセス可能な露頭として随所にみ

られることは、非常に地質学的価値が高い。新鮮な痕跡が残されているため、巨大噴火の前兆や予

測について、防災的な観点からの研究対象としても貴重なものとされており、多数の研究者が訪れ

ている。 

 また、後カルデラ火山群である硫黄岳や稲村岳、昭和硫黄島周辺の海底温泉群、硫黄岳山頂の噴

気地帯に関しても、熱水-海水の反応、化学合成群集を利用した特異な生物群、火山ガスや酸性土壌

に適応した植物など、学術的価値の高いものが多く見られる。今まで鬼界カルデラの範囲から外れ

ているために、地形地質関連の調査研究が進んでいなかった古い火山島「黒島」でもジオパーク協

議会委員と連携した調査が進み、79 万～75 万年前の地磁気の変化の全容解明につながったチバニア

ンと同じような事象が黒島で確認されるなど大変興味深い研究成果も出始めており、各島それぞれ

の個性が目立ち始めている。小規模離島、新しい破局的噴火の痕跡、海底温泉群など、JGN の中で
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は特異といえる存在であり、日本のジオパークネットワークのジオ多様性を高めることに貢献して

いる。 

  

【ジオサイトの保全方法】： 

伐採・文化財巡回員による巡回・三島村島民・役場職員によるモニタリング 

 亜熱帯に属するため、ジオサイト周辺の伐採作業を怠ると数ヶ月でリュウキュウチクやその他の

植物に覆われてしまう。役場では伐採作業にかかる費用を予算化し、毎年数回の伐採作業を地区会

に委託している。また各地区の出張所職員を経由して、島民から道路の崩壊、ジオサイトの異常が

あれば、情報がすぐに入るようになっており、ジオサイトのモニタリング体制は構築されている。

サイト整備や看板整備については協議会で優先度を定めており、これに加え地区からの要望や今後

のツーリズムへの活用を考慮し実施している。 

 

三島村のジオサイトには文化的サイトが多く、これらの保全は教育委員会が委嘱した文化財巡視

委員による月 1回(延べ 3日間)の巡視によって行われる。台風、大雨等の災害後には、入念に巡視

され、看板の破損などの早期発見につながっている。巡視委員の中にはジオパーク協議会委員も兼

任している方がおり、ジオパーク的保全の意味をしっかりと理解した上で活動いただいている。巡

視委員によって巡視されている主なサイトは下記のとおりである。文化財審議委員会など文化財の

保存及び活用に関して協議される場もある。 

 

【文化財巡視員によって巡視されているジオサイト】 

年間 12 回巡視活動が行われている。（令和 2年度、令和元年度、平成 30 年度 計 36 回巡視） 

竹  島：聖神社、竹島墓地、井川  硫 黄 島：熊野神社、黒木御所、安徳帝、俊寛堂 

黒島大里：黒尾大明神社  黒島片泊：菅尾大明神社、イバドンの墓、平家城 

 

E.1.2 境界線 

 竹島、硫黄島、黒島の 3 島に加え、鬼界カルデラを含む周辺海域と定義しており、 

北緯 30 度 32 分 6.1 秒  東経 129 度 48 分 53.1 秒  

北緯 30 度 32 分 24.8 秒 東経 130 度 29 分 53.3 秒  

北緯 30 度 53 分 40.6 秒 東経 130 度 29 分 46.9 秒  

北緯 30 度 53 分 20.6 秒 東経 129 度 48 分 43.5 秒 

 上記の位置を囲んでできる【40ｋｍ×65ｋｍ＝2600 ㎢】 をエリアと定めている。国立公園やその

他ユネスコサイト に指定されていないため、上記のエリアとの重複はない。 
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E.1.3 可視性（ビジビリティ） 

 当ジオパークは離島であり、鹿児島市を起点とするフェリーによるアクセスが主となる。鹿児島

港及び各島の港での昇降に使うタラップにジオパークを示す横断幕を設置し、各島の玄関口である

港には総合案内看板やジオサイト看板（資料⑭）を設置している。また鹿児島市にある三島村役場

庁舎にはジオパークの看板が掲出され、鹿児島市側において三島村がジオパークエリアであること

を PR している。 

 域内住民向けには三島村の広報誌「広報みしま」にて基本的に毎号「ジオパークだより」と題し、

記事掲載を行い、島民へジオパーク情報を届けている。またジオパーカレンダーは全戸配布されて

おり域内でのジオパークの認知は高い。 

当ジオパークは離島であり、元々観光地でもないので、通りがかりやついでに目にするという認知

獲得は一切ないことから、オンラインや各メディアでの発信が重要となる。ジオパーク公式 HPでは

のブログ機能を活用し情報の発信を行い、直近 365 日で「65828 アクセス」と徐々にアクセス数も伸

びてきている。また新聞・テレビなどで複数回取り上げていただき、県内外に三島村・鬼界カルデ

ラジオパークを周知することができた。 

 

E.1.4 施設・インフラ整備 

 2018 年に硫黄島の三島開発総合センター2階にある郷土資料館を改修し、ジオパーク資料館が完

成し、鬼界カルデラの海底地形を表したジオラマや岩石標本が展示されている。元々保管してあっ

た郷土・文化資料については、この施設のほかにジオサイトに指定されている「黒木御所」が文化

的資料の展示施設として改修が進められている。ジオパークと文化的なサイトを関連づけた展示も

される予定で、周遊性の向上が見込まれ、ツーリズムでの幅広い活用が見込まれる。 

 主なアクセスであるフェリーみしまの活用も重要である。過去、鹿児島県立博物館の特別展で使

用されたものをそのまま活用して、鬼界カルデラや三島村の動植物についての展示パネルが旧船み

しまに展示されていた。新たな知見、学術情報を更新し、またツーリズムの観活用も見据え、新た

な展示を新船みしまへ設置する予定である。 

 ジオサイト看板に関しては、硫黄島に 6基、竹島に 1基、設置されている。この看板の特徴とし

ては、板面だけ取り外すことができるということである。台風などの自然災害が多い三島村では、

飛ばされたり破損する可能性が非常に高い。紛失を防ぐため前もって外しておけるよう、また情報

が更新されたときに安価に交換ができるようになっている。また、見た目の景色の写真に解説をそ

のまま書き込む仕様となっており、幅広い年代の方が一目で地層や成り立ちを理解しやすいように

なっている。フェリー船内にも竹島港の地層を説明するもの設置した。竹島はフェリーが最初に着

く港である。他の島へ向かう場合でも、下船せずに船上から竹島港ジオサイトの地層を眺めながら

解説を読むことができる。 

なお、看板がなく、どこがジオサイトか分からないところもあり、それらについては一時的に簡易

的な看板を設置したいと考えている。 

 

 

 

１０ 



 

 

E.1.5 情報、教育、研究 

 【情報】 

蓄積された情報は主に、パンフレット類、公式ＨＰ、サイト解説版によって還元されている。観

光パンフレット「みしま巡り」やジオパークパンフレットに加え、新たにジオサイトをすべて網羅

したパンフレットも完成した。大規模噴火の解説からジオの恵みの紹介まで一般の方でも読みやす

いものとなっている。これら紙媒体はフェリー待合所やフェリーみしま船内などで配布されている。

また九州ブロックのジオパークが連携し作成した「九州ブロック ジオパーク周遊マップ 」も作成

しており、九州ブロックのジオパークの連携を深めるネットワーク活動の一環となっている。 

 当ジオパークの公式 HP では、ブログ機能を活用し情報の蓄積及び、発信を行っている。鬼界アカ

ホヤ噴火の規模感が分かる説明や日本ジオパークネットワーク、ジオパーク協議会について、また

教育機関との連携実績などの新たな情報を追加し、サイトの充実化を図っている。 

 ジオサイト解説版については、ジオサイトの写真そのものに地形地質の意味や現象について書き

込んでおり、サイトそのものと看板とを比較しながら見てもらうことで一般の方にもわかりやすい

内容となっている。ジオパーク協議会委員と連携し学術情報のまとめを行い、日頃からジオパーク

活動に携わるメンバーで作成を進めているため、看板 1基の制作にかなりの時間を費やすものの、

ジオパークとして伝えたい情報をしっかり看板デザインに落とし込むことができている。 

 黒島の看板は学術情報が少なく制作が進んでいなかったが、近年の研究と学術情報の蓄積によっ

て、現在地質や遺跡調査を行う協議会委員に情報をまとめていただきながらデザイン作成が進んで

いる。 

 

【教育】 

 教育については活用が進んでおり、体系的なプログラム化の作業の段階に入っている。 

 村内の小中一貫の義務教育学校に年間 70 時間の「ジオ科」が新設され、各地域の素材を活用した

個性ある授業が展開されている。さらなる連携を図るため、校長会や教頭会、三島村教育研究大会

などに出席し、学校側に事務局との連携を呼びかけた結果、ジオパークに関連した授業を実施する

際に学校側から相談が来るようになり、竹島学園が取り組む「ハマギプロジェクト」に代表される

ような学校を中心に地域を巻き込んだ活動が生まれている。 (資料⑮) 

 こうした各学校での個々の活用事例を共有・蓄積するため、ジオ科担当者を中心とした「ジオ科

部会」が設立され、学校間で授業の情報共有がされている。現在その蓄積とプログラム化を目的と

した「三島村ジオガイドブック」の制作が進んでいる。 

地域住民向けにはガイド研修会としての役割もある三島村魅力発見講座を展開し、各島の特色の

ある講座を展開している。ガイド養成講座ではあるものの市民講座としての要素も強く、令和 2年 2

月 12 日に黒島で実施した講座(遺跡調査関係)では島民の約 21％、令和 3年 3月 4日に竹島で実施し

た講座(竹島石の関係)では約 39％の方に参加いただき、充実した講座を展開することができている。

講師はジオパーク協議会委員が務めることで題材とジオパークとをしっかり関連づけた内容で講座

を展開することができている。 
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【研究】 

 当ジオパーク域内には大学や研究機関、博物館などが存在せず、外部と連携しながら、学術情報

を蓄積させる必要がある。これまで域内で様々な調査・研究が行われているが、さらなる調査・研

究の促進と安定的な学術情報の蓄積のため、研究機関との連携を促進している。各大学と連携協定

による調査・研究は下記のとおりである。 

 以前より調査・研究の奨励のため船賃助成を行っていたが、学術情報の蓄積とより幅広い調査・

研究と地域還元の促進のため、今年度から新たに「三島村ジオパーク学術研究等奨励補助金」制度

を開始した(資料⑯)。以前は無審査、交通費の一部のみの補助だったが、新制度では審査の上研究

に係る費用を上限十万円補助するものである。これにより幅広い研究者・題材の調査・研究の促進

を図る。また終了時の地域報告会を課すことで、地域住民への還元を図っている。初年度は防災、

伝統文化、植物、地質関連の調査による申請が 4件あった。 

 従前通り、島内のガイドや事務局員などの巡検対応や公共施設の利用許可についても引き続き行

っており、円滑な調査研究を促している。  

 小さな運営体制だからこその事例も生まれている。前述のジオ科担当教諭の自発的な研究につい

て相談を受け、調査や文献資料集めなどを共同で行った。島の歴史・伝統・文化継承の情報を取り

まとめ、その研究論文は新聞掲載されるなど高く評価された。取りまとめた情報は授業の中で子供

たちに還元されている。(資料⑰) 

 

（連携協定による調査・研究） 

・九州大学大学院理学研究院 

令和 3年 7月 21 日：火山・熱水活動等調査に関する協定（資料⑱） 

           (三島村 3島の現在・過去の火山・熱水活動の調査での連携) 

清川昌一准教授と連携し、三島村硫黄島の長浜湾の赤茶けた海水について共同研究を行っている。

湾内からは鉄(水酸化鉄)を多く含む温泉が流出しており、この赤い海の底の世界を探る研究を進め

ている。この研究は水酸化鉄がどのように海底で形成し、地中に保存されていくのか、初期地球の

地球海洋環境を考える上で重要な指針を与えてくれるとともに、将来の鉄資源のあり方を考えさせ

てくれる。2021 年にこの研究論文は学術雑誌「ジオロジカル ソサエティー オブ アメリカ ブ

レティン」に掲載され注目された。かれらの調査をサポートしようと硫黄島の港には簡易研究所が

設置され、定期的に調査が行える環境が整っている。 

 

・神戸大学海洋底探査センター 

令和 3年 2月 4日：鬼界カルデラ調査に関する協定（資料⑲） 

          (鬼界カルデラにおける火山活動の状況を把握する調査での連携) 

鬼界海底カルデラ調査を行っており、附属練習船で探査航海を実施している。調査の結果 7300 年

前の巨大カルデラ噴火以降の短期間に、32 ㎦を超える地球上で最大クラスの巨大な溶岩ドームが形

成されたことを確認された。またこの溶岩は巨大カルデラ噴火を起こしたマグマとは異なり、現在

の薩摩硫黄島などの後カルデラ火山と同じ化学的特性を示していることが判明した。2021 年には三
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島村が所有する海底光ケーブルに観測装置を設置し、地震動を計るモニタリング調査が進められて

いる。カルデラ噴火発生のメカニズム解明と将来予測につなげるべく、大規模探査が行われている。 

 

・鹿児島大学産学地域共創センター 

令和 3年 6月 10 日：共同研究[大名筍を代表とした三島村産品の新規加工食品の開発] 

          （ジオパーク協議会委員を委嘱している藤枝特任教授とタッグを組み、ジオ 

の恵みを活用した新特産品の開発を進めている） 

協議会委員である小林 哲夫名誉教授は 1983 年に始まった鬼界カルデラ研究プロジェクトに参加 

したのをきっかけに長年三島村での地質調査にかかわる。平成 28年には鬼界カルデラ研究解説書 

の発行、2021 年には三島村での調査研究をまとめた論文「鬼界カルデラの研究史にもとづくカルデ

ラ噴火の全体像：カルデラ噴火の長期的予知・予測への将来展望」を発表した。令和 2年度は学術

情報の少ない黒島での地質調査を行った。岩石磁気測定を行い、正帯磁を示す岩石と、逆帯磁を示

す岩石があることが明らかとなった。陸上版チバニアン問題を研究できる数少ないフィールドであ

ることが分かってきている。（資料⑳） 

 

・鹿児島大学大学院教育学研究科 平成 28 年 8月：教育に関する連携・協力に関する協定 

 

・鹿児島国際大学 

平成 22年 11 月 30 日：調査・フィールドワークでの連携に関する協定 

（人文・社会・自然などの分野で学術情報を蓄積させるため、学術調査・ 

研究、それら成果の活用、フィードバック、普及に関して連携し、活性 

化を促す） 

協議会委員である中園 聡教授を中心に、三島村黒島にて遺跡発掘調査を行っている。日本では極

めて珍しい中世の中国系瓦が出土し中世遺物が多く出土するなど、日本・東アジアの歴史の復元に

も資する大きな可能性を秘めた成果を残している。地質・地形、古植生など自然環境と人間との関

わりという点も考慮しながら調査研究をしていただいており、ジオパークの裾野を広げる活動にも

尽力いただいている。平成 22 年から「三島村と鹿児島国際大学の連携協力に関する包括協定書」も

締結しており、学生の実地調査やゼミ研修等のフィールドとして三島村を活用していただいている。

高所で縄文草創期の石斧が発見されているにも関わらず、海抜 50～40m の低地では縄文後期以降の

遺物しか出土せず、そういった事実から大噴火が与えた影響が分かってきており、考古学とジオと

の関係が見えてきた。考古形態測定学研究会主催の「考古学・文化財のためのデータサイエンスサ

ロン online」で発表されるなど大変注目されている。 

 

E.2  その他の遺産 

E.2.1: （地形・地質以外の）自然遺産 

 特別天然記念物に指定された黒島の特異な植物群落を持つ黒島は九州本土へと渡る鳥や蝶など多

様な生体系を繋ぐ中継地となっているが、全ての種を同定できていない。植物では竹島のタケシマ

ヤツシロランなど固有の動植物も同定されてきており、ジオパーク認定される以前の平成 4年から

E.2  その他の遺産 
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制定されている三島村自然保護条例や平成18年から制定されて

いる三島村昆虫保護条例によって、研究目的以外の動植物採取

については規制をしている。一方、当ジオパークは鬼界カルデ

ラを中心としたジオパークであるため、独自の生態系を持つに

も関わらずその分野に関する調査・研究の促進が比較的遅れて

いた。今年度より前述の学術研究等奨励補助金を活用した研究

の促進を図っている。 

 当エリアは現在鹿児島県立自然公園の候補地となり、鹿児島県が指定に向けて取り組んでおり、

指定されればさらなる法的な保全の枠組みが強化されることとなる。このように保全の手当はなさ

れているものの、島者の数が少ない事からむしろ遊歩道や観察スポット、アクセス路の保全など、

活用の面で課題が生じている。観光客による利用が少ない中、限られた予算で全てを整備すること

は困難で、草木が茂り現在入ることができない山も出始めている。山道や自然景観の保全を目的と

した「山道整備ツアー」など、活用と保全を最小の担い手で持続できる方法を模索している。 

 

E.2.2 文化遺産 

竹島であれば、聖大名神社や六地蔵、硫黄島であれば、文化財が保管されている黒木御所や熊野

神社、黒島であれば、黒尾大明神社や冠大神、イバドンの墓、菅尾大明神社などがある。これらは

三島村指定文化財として保護されており、その多くが当ジオパークの文化サイトに指定されている。

形として残っているこれらの文化遺産には、鬼界カルデラに起因する石材が使用されるなど、三島

村の大地の成り立ちと人の営みを結びつける貴重な資料となっている。 

 硫黄島は、平家物語において俊寛僧都が流刑となった地（鬼界ヶ島）と言われており、これにま

つわる様々な史跡が残されているほか、硫黄岳の硫黄採掘跡やブルドーザーやショベルカーなどの

産業遺構もあるが入山規制によりアクセス不可能であり、こちらは特に保護しているわけではなく、

風化が進むものと考える。 

 これら文化財情報は三島村公式 HP や村誌、今回新たに制作したジオサイトをすべて網羅したパン

フレットでも情報を得ることができる。文化財巡視委員による巡視、地区会による伐採作業によっ

て維持管理されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒島の植物群 

竹島 聖神社 

硫黄島 熊野神社 
竹島 六地蔵 
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E.2.3 無形遺産 

三島村の代表的な無形文化遺産として、

「来訪神 メンドン」がある。2018 年にユ

ネスコ無形文化遺産として認定された。旧

暦 8月 1日と 2日の両日にかけて行われる

硫黄島地域の伝統行事「八朔太鼓踊り」の

際に出てくる仮面神である。登録自体は「来

訪神：仮面・仮装の神々」でされており、

男鹿のナマハゲ、能登のアマメハギ、宮古

島のパーントゥ、遊佐のアマハゲ、米川の

水かぶり、見島のカセドリ、吉浜のスネカ、

悪石島のボゼ、甑島のトシドンとともに登

録されている。八朔太鼓踊りの日程で「メンドンツアー」が企画され、無形遺産を活用したツーリ

ズムが行われているが、コロナ禍で令和 2年、3年度は実施できていない。同様に、竹島の「馬方踊

り」や硫黄島の「九月踊り」、黒島大里の「八朔踊り」、大里片泊の「盆踊り」など島によって様々

な無形遺産がある。これらの中には高齢化、人手不足の問題で途絶えてしまったものもある。伝統

芸能継承については度々話題になり、島民の中でも危機感が高まっている。竹島の踊りに関して、

ジオガイドも務める若手の学校教諭などを中心に、復活に向けた協議がされている。 

 これら無形の遺産について、残してゆく方法として現在はジオパークカレンダーを作成している。

三島村の風習や遊び、行事などを協議会委員とともに取材し、過去の情報などを聞き出し、カレン

ダーに落としこむことで、後世に三島村の独特な文化・歴史・風習などを残すことが目的である。

県立自然公園の活動で三島村の小中学生による聞き書きの取り組みも予定されている。島民の方と

対話しながら、それを聞き取って教育にも生かしながら、情報を残していこうという活動である。

今後、ジオパーク協議会としても、これらの貴重な無形文化遺産の継承に向け、きちんと議論し活

動の支援を行う必要がある。 

 

E.2.4 気候変動および自然災害への関わり 

近年、世界中で極端な気象現象が観測されているが、もともと台風の常襲地帯である三島村では

大型化する台風は大きな脅威となっている。実際に、2015 年には台風 15号によって、黒島では、2

割余りの住宅で全壊や一部損壊の被害が出た。また、昨年の台風では、全住民が鹿児島市などへ島

外避難した。黒島片泊にあるジオサイト「塩手鼻」では道が波にさらわれるなどの被害も出ている。

今後、ジオパークとしては、最新の科学的知見に基づく地球温暖化の影響評価や対策に係る検討適

応策に関する調査研究等の情報収集に努め、 大学と連携し設置を進めるデジタルサイネージやジオ

パーク公式 HP でも気候変動対策の普及啓発に努める必要がある。 

 

E.3  管理運営  

ジオパークの管理運営体制 

管理運営団体：三島村ジオパーク推進連絡協議会（資料㉑） 

八朔太鼓踊りに登場するメンドン 

E.3  管理運営 

１５ 



 

 

事  務  局：三島村役場 定住促進課内に事務局を置いている。 

事 務 員 数：（専任）1名、（兼任）8名 

所   在  地：鹿児島県鹿児島市名山町 12番 18 号 

当協議会は三島村の行政の代表として村長、教育長、各地区の代表として議員、区長、学校長、

さらに関わりの深い NPO 代表などの個人、研究機関からの委員で構成される。年２回の協議会にお

いてジオパーク活動の進捗と方針を協議・決定している。 

 事務局は三島村役場定住促進課が担い、事務局の人員体制はジオパーク担当が 2名在籍している

（一人は兼任）。硫黄島在住の協議会委員である地球科学者による日常的な島内案内が可能である。

さらに作業部会を設置し、外部有識者や島内関係者、役場関係課の幅広い参加によるジオパーク活

動を促進している。 

 管理運営計画については、令和 2年度に概ね 5年の計画を記載した三島村・鬼界カルデラジオパ

ーク基本計画を策定した。 

〇予算については、この基本計画および協議会方針を各年次に反映した事業予算を三島村一般会計

に計上することで運営している。 

No 名前 任用 任務 専門 ％時間 性別 

１ 日髙 真吾 常勤、正規 事務局長 畜産 25％ 男 

２ 飯田 隆志 常勤、正規 
事務局員 

焼酎担当 

 
10％ 男 

３ 平 裕介 常勤、正規 
事務局員 

補助金、観光協会 

 
5％ 男 

４ 莚平 翔吾 常勤、正規 
事務局員 

特産品・住宅 

 
5％ 男 

５   小湊 慎吾 常勤、非正規 
事務局員 

国際交流・観光・ジオ 

 
40% 男 

６ 増野 雄基 常勤、非正規 
事務局員 

ジオパーク推進員 

水産 

(学卒) 
100% 男 

７ 山﨑 美和 常勤、非正規 
事務局員 

事務補助 

 
5% 女 

８ 和田 裕作 常勤、非正規 
事務局員 

焼酎販売促進員 

 
5% 男 

９ 田中 淑惠 常勤、非正規 

事務局員 

特産品開発など（地

域おこし企業人） 

 

5% 女 
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協議会事務局員以外で活動に関わってくださっている方 

No 名前 任用 任務 かかわり ％時間 性別 

１ 大岩根 尚 島民 協議会委員 地質学専門家 50% 男 

2 棚次 理 島民 協議会委員 カレンダー

デザイン 

70% 男 

3 棚次 紫寿代 島民 集落支援員 椿の活用 100% 女 

4 藤原 温子 島民 個人事業主 ウェブデザイン 80% 女 

5 白石 隆樹 学校教諭 社会科担当 事務局と学校の

橋渡し・ガイド 

80% 男 

6 山﨑 晋作 島民 協議会委員 

村議員 

教育 70% 男 

7 日髙 太 島民  青年会長 保全 30% 男 

8 米村 好朗 島民 畜産農家 観光（カヤック） 50% 男 

9 今別府 秀美 島民 村営小型船舶み

しまⅡ管理人 

観光・教育 30%   男 

10 正木 久美子 島民 畜産農家 ガイド 5% 女 

11 日髙 真弓 島民 婦人会 特産品開発 50% 女 

12 日髙 覚 島民 副地区長 ガイド 40% 男 

13 関村 裕太 島民 青年会長 希少野生動植

物保護推進員 

50% 男 

14 坂元 巧斉 島民 協議会委員 

焼酎蔵 杜氏 

ガイド 

 

30% 男 

15 山田 馨 島民 消防分団長 ガイド 30% 男 

 

【各年度のジオパーク運営予算額（整備費等を含む）】 

 2015 年：8,789,755 円、2016 年：7,379,341 円、2017 年：10,642,697 円 

2018 年：8,546,786 円、2019 年：8,352,380 円、2020 年：7,069,028 円、2021 年：7,300,000 円 

 

 

 国定の植物群落や三島村指定文化財などがいくつか存在するが、ユネスコ登録サイトはなく、重

複は特にない。また硫黄島の仮面神「メンドン」はユネスコ無形文化遺産に認定されているが、「メ

ンドン」自体はジオサイトには指定されていない。 

 

E.5  教育活動 

当ジオパークにおける活用の特徴として教育活動があげられる。小規模であることを活かした、

学校教育、地域全体を巻き込んだ全島的活動へ発展している。 

E.4  重複（オーバーラッピング） 

E.5  教育活動 
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協議会として行った教育事業としては、鹿児島大学と連携し、水産学部実習船を使った「わたした

ちの海から地球（ジオ）を学ぶ」などがあるが、現在は「地球（ジオ）科」の開始に伴い学校を中

心とした自律した動きが出来つつある。 

 「地球(ジオ)科」については三島村教育委員会「教育行政要覧 三島村教育施策の方針」で「三

島村の特性を最大限に生かした特色ある小中一貫教育を推進するために展開される」と位置づけら

れており、下記に示すような各島の特色を活かしたジオパーク教育が展開されている。さらに、こ

れまでは同じ三島村であっても 3島が離れているため他の島について学ぶ機会が少なかったが、ICT

の活用やお互い訪問する交流にも力を入れ、お互いの島についてガイドしあう交流授業が展開され

るなど、ジオを活かした授業が定着し始めている。 

 学校教育の場面でのジオパーク教育において課題となるのが、教員が定期的に入れ替わることで

ある。そのため体系的にジオパーク教育を継続できるよう、ジオガイドブックの作成作業が行われ

ている。 

 ジオ科の取り組みの好事例として「竹島学園ハマギプロジェクト」があげられる。地域素材を子

供たちが調査し、島ではハマギ（ボタンボウフウ）という植物が自生しており、それが減少してい

る事を発見した。子供たちはそれを後世に残そうと「ハマギプロジェクト」をスタートさせ、企画

会議から商品開発まで子供たちが主体的に行い、最終的にはハマギを多くの方に知ってもらおうと、

ハマギ入りの餃子を開発した。プロジェクト自体が、地域の魅力をきっかけとし、総合的な生きた

学びの場となっており、さらに商品の売り上げは今後の活動費に充てられるなど持続可能な取り組

みとなった。ハマギは竹島のジオサイト周辺に多く自生しており、この活動がサイト整備に対する

島民の意識高揚にもつながった。 

 

E.6  持続可能なツーリズム                               

ツーリズムに必要不可欠なのは案内人（ジオガイド）である。三島村では 2017 年～2018 年にかけ

てジオガイド検討会でガイドの認定基準に関する協議がなされた。2019 年にジオガイド認定要綱が

設置され、現在認定ジオガイドは 15 名誕生した。三島村は「三島村魅力発見講座」を 2回受講する

ことで、認定申請が可能となっている。敷居を下げることでまずはジオパークに関わる人を増やし、

その後も実施される講座等を受講しながらスキルアップを図りたいという考え方である。ガイド申

請してくださった方にはジオジャンパーを配布し、ガイド意識高揚を図った。来島者が少なく、ツ

アーの実施もできないことから活躍の場は少ないが、それぞれの立場で情報を収集しながら、スキ

ルアップしていただいている。 

 協議会が行うツーリズムの代表が「ワンデージオクルーズ」である。フェリーみしまの日帰り便

を利用し、通常数泊が必要となるところを、０泊 1日で 3島に立ち寄るツアーで、令和 2年 2月実

施分で定員 40 名に対し 324 名の申し込みがあり、参加者満足度も高かった。錦江湾を出発し竹島、

硫黄島、黒島についてそれぞれのガイドが船上で解説を行うため、ガイド研修の場としても有効で

あった。物販の売れ行きも良く、地域の負担と還元という点でも持続性の高いツーリズムの形態で

ある。 

E.6  ジオツーリズム 
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一方、宿泊を伴うツーリズムの開発は遅れている。認知度が低く年間来島者数が少ないため、島

内ガイドや体験、特産品などのマネタイズが機能せず、継続的にツーリズムに携わる事が困難とな

っている。アンケート調査によって、観光客にとって魅力となる要素も明らかになって来ており、

実際に過去に行ったカヤック体験や硫黄島線香花火作り体験などのアクティビティは満足度も高く、

質の高い体験を提供できている。カヤックについては観光客に貸し出すことができるようガイドと

協議しながら貸し出し規定を設定した。硫黄島の火山の恵み感じることができるカヤック体験は他

にはない魅力であるとガイドも感じており、観光案内所と連携しながら利用促進に努めたい。(資料

㉒)(資料㉓) 

【三島村魅力発見講座の実績】 

令和元年度：1月 15 日～16 日 魅力発見講座 in 硫黄島（講師：協議会委員 東川氏） 

      2 月 12 日～13 日 魅力発見講座 in 黒島大里（講師：協議会委員 中園氏） 

      2 月 19 日 魅力発見講座 in 黒島大里（講師：協議会委員 寺田氏） 

2 月 20 日 魅力発見講座 in 黒島大里（講師：協議会委員 寺田氏） 

2 月 19 日～20 日 魅力発見講座 in 竹島（講師：協議会委員 東川氏） 

令和 2年度：12月 16 日 オンラインガイド講座（講師：桜島ジオサルク） 

      3 月 4 日 三島村魅力発見講座 in竹島（講師：協議会委員 東川氏） 

      3 月 15 日 三島村魅力発見講座 in 硫黄島（講師：協議会委員 東川氏） 

 

 

 

 

 

E.7  持続可能な開発とパートナーシップ 

E.7.1 持続可能な開発ポリシー 

 ジオパーク認定されることで、地質地形的な価値が認められ、大学や研究機関からさらに注目さ

れることとなった。その結果、三島村での調査・研究が進み、新たな海底溶岩ドームの発見や、地

質以外でも様々な研究成果が得られている。さらに認定以降、保全に対する機運は大幅に促進し、

地域住民の理解も向上した。ジオサイトや村指定サイトは保全され、県立自然公園の指定の検討も

進んでいる。県立自然公園指定の動きに先立ち、該当エリアの鉱業権の村への買戻しを行った。人

口 400 人足らず、年間観光客 1,000 人程の当エリアにおいて、オーバーツーリズムや過開発による

E.7  持続可能な開発とパートナーシップ 
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保全への悪影響は考えにくく、持続可能性という意味ではむしろ人口減少による保全の担い手の減

少に直面している。持続的な発展の為には、人口の増加や収入を生み出す産業の育成などに繋がる

事業者とのさらなる連携を進める。協議会は火山の恵みである温泉やその他関連する特産品などを

活かしたツーリズムを展開することで、ジオパークブランドの価値向上を図る必要がある。 

 

E.7.2 パートナーシップ 

 「E.1.5 情報、教育、研究」で説明したように多くの大学などと協定を結び、協力しながら学術

研究の推進をしている。令和 3年 8月 6日には魅力発信、広報活動への協力、災害発生に備えた包

括的な連携を進める協定を日本郵便㈱と、令和 2年 12 月 1日には㈱南日本放送と災害時の情報発信

などで連携する防災パートナーシップ協定を結ぶなど調査研究機関以外の企業との連携も深めてい

る。 

 島内事業者とは正式な協定は結んでいないが、ジオパーク協議会委員として活動に参加していた

だくことで、連携を強化している。NPO の代表であり、協議会委員である方が運営するブログ（GO! 

MISHIMA） ではジオパーク関連の情報を発信していただいている。 

 また三島村観光協会が、ジオの恵みである「大名筍」の直売所をフェリーみしま待合所近くに開

設し、販売・PRを行ったほか、三島村黒島にある公設公営の焼酎蔵「みしま焼酎 無垢の蔵」では、

焼酎を多くの方に知っていただこうとオンラインイベントを開催し、ジオと関連する焼酎芋や仕込

み水の説明や蔵見学などを行った。こういったジオと特産品を関連させたストーリーの作成を協議

会として積極的に支援し、域内での収益増加を図りたい。 

 

E.7.3 地元コミュニティや先住民族の全面的かつ効果的な参加 

20 歳以上の島民が参加する選挙にて選任される「地区長」がジオパーク協議会の委員として選任

されており、彼らが地区の代表として、地区の意見を反映させ、意思決定に大きく関わっている。 

 前述のワンデージオクルーズなど、ジオパーク関連のイベント時には水産加工グループや婦人

会により、ジオの恵みを使った弁当づくりなどで協力いただき、大変好評を得ている。伐採作業等

を行う各地区青年会や地区会の協力があって、各ジオサイトは綺麗に保たれている。ジオパークカ

レンダーでの地域の歴史や伝統文化に関する聞き取り作業では、各地域の方にボランティアで協力

いただき、こうした活動を通してジオパーク活動を理解し、賛同いただいている。小規模ならでの

強みである。 

 

E.8  ネットワーク活動 

正会員になって以降、各種研修会や全国大会、オンラインで開催されるジオカフェなどに積極的

に参加し、ネットワーク活動に貢献してきた。2019 年の全国大会おおいた大会からスタートしたブ

ロック別パビリオンにて、九州ブロックのジオパークが連携してブース出展を行い、ジオパークの

魅力を発信するパネル制作でも協力しあった。九州のブロック会議ににも積極的に参加し、三島村

でのジオパーク活動事例を共有することでネットワーク活動に貢献している。メーリングリストが

活用され、いつでも情報交換できる体制にあり、連携もスムーズである。ネットワーク活用の事例

は下記のとおりである。 

E.8  ネットワーク活動 
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【マナビ旅】 

 九州 GP合同で行う青少年教育事業「まなび旅」は九州各地の参加者が他ジオパークを訪問する 

大変有意義な事業だったが、受け入れ側の負担が大きくなったため中止となった。 

 

【霧島ジオパーク主催ジオパーク市民講座での連携】 

令和 3 年 2 月 14 日に宮崎県えびの市で開始されたこの講座に三

島村のガイドもオンライン参加した。霧島の火山や鹿児島の火山の

繋がりについて学び、三島村と比較することで、新たな魅力を探る

目的であった。三島村のジオパーク協議会委員が講師を務め、ガイ

ドとの交流も兼ねたネットワーク連携の一環として実施した。 

 

【桜島・錦江湾ジオパークガイドによるオンラインガイド講座の実施】 

令和2年12月 16日にガイドについて学ぶ！オンライン研修会と

題し、桜島ジオサルクの高田氏、姥氏を講師に講座を実施した。同

じように講座を受講し成長していった方に話を聞くのが一番だと

考え、講師を選定した。ガイドの手法・コツを学んだ。桜島・錦江

湾ジオパークとは事務局事務所が近いために、定例会などにも出席

させていただいており、職員・ガイドと情報交換等を行っている。 

 

【九州ジオパーク合同イベント「体感！GEO パーク」】  

九州ブロックのジオパークが連携し、10月 31 日、11 月 1 日の 2日間、

大分駅上野の森口駅前広場で、親子向け体験ワークショップイベントを

開催した。三島村は車輪梅の煮汁と温泉水を反応させて布を染める「温

泉染め」を約 70名の方に体験していただいた。オンラインで黒島の焼酎

蔵と現地を繋ぎ、オンライン蔵見学も実施した。 

 

【萩ジオパークフェア 2021 への参加（4ジオパーク合同オンラインジオツアー）】 

令和 3年 3月 14 日に山口県の萩ジオパーク主催イベント「萩ジオ

パークフェア 2021」で実施された企画「４つのジオパークをめぐる旅」

にて、萩ジオパーク、室戸ユネスコ世界ジオパーク、伊豆半島ユネス

コ世界ジオパークと合同のオンラインツアーを実施しました。それぞ

れの魅力を伝えるだけでなく、現在も活動している火山、現在は活動

していない火山といったようなジオパークの多様性を伝えるための

ツアーであった。 

 

【桜島ミュージアムの視察（椿油関連）】 

令和 3年 6月 23 日、24 日の日程で桜島・錦江湾ジオパークのジオパーク活動を主で行う「桜島ミ

ュージアム」を視察した。椿を使って島を盛り上げようと活動する集落支援員の棚次氏とともに視察
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を行った。ジオの恵みである椿産業を絶やさないために悩みの共有や情報

共有を行った。火山がある場所には椿が有名なところが多く(五島や萩、伊

豆大島など)、ジオパークのネットワークを活用し、椿のブランド価値の向

上にも務めたいと考えている。 

 

【南紀熊野ジオフェスタへの参加(オンライン)】 

 令和 3年 3月 6日、紀伊半島南部の特徴ある地質や地形を楽しみながら学び、交流するイベント

「第 6回南紀熊野ジオパークフェスタ」がオンラインで開催され、黒潮でつながりのある国内 8か

所のジオパークがジオガイドとの交流を行った。各地区の活動事例を紹介し、ネットワーク交流を

図った。 

 

E.9  地質鉱物資源の販売 

地域内の商店では地質鉱物資源の販売などは行われていない。学術研究による岩石資料の採取に

ついては三島村自然保護条例に基づき、許可しているが、違法な収集・販売についてはジオパーク

活動を推進することで引き続き抑制したい。 

 

 

三島村は火山、台風、地震津波などあらゆる災害の発生が予想される地域であり、防災・安全対

策は必要不可欠である。「前回の指摘事項に関する取組・改善 Ⅱ.5」で述べたような取り組みを外

部の協力を得ながら進めており、体制は徐々に整いつつある。活火山がある硫黄島では老朽化によ

り改修が進められていた「みしまジャンベスクール」が新たに噴石や火砕流の発生時に島民を守る

ための避難施設となった。フェリーみしまや自衛隊ヘリでの島外避難の体制が整い、大規模災害へ

の備えが強化された。 

今年度の 10 月には鹿児島県や自衛隊など関係機関と連携し、硫黄島の火山活動の活性化に伴う、

住民の島外避難が必要な事態を想定した「離島防災訓練」を実施予定である。関係機関相互の協力

体制の確立や上記のような避難手順の確認だけでなく、島民の防災意識の高揚を図るための住民説

明会も予定されている。気象台、京都大学防災研究所火山活動研究センターなどによる周辺の火山

活動についての講話が予定されている。島民との意見交換の場も設けられており、防災に関する意

見等を吸い上げたい。 

令和 3年 7月 20 日には防災科学技術研究所が開発した「地震だねっと！」の利用申請を行った。

三島村ジオパーク学術研究等奨励補助金を活用し、設置予定の防災啓発向けのデジタルサイネージ

に情報を反映させたいと考えている。 

観光登山者、学術研究での登山者の安全を守るため 2016 年に硫黄島硫

黄岳の麓に噴石シェルターを設置している。ヘルメットやガスマスクな

ども備え付けられている。硫黄岳は観光利用の可能性もあるため、今後

使用方法や場所等の周知などはしっかりと行わなければならない。 

 

 

E.9  地質鉱物資源の販売 

E. 10 防災・安全対策、防災教育、災害対応 
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【防災教育】 

 令和 3年 5月 18 日に三島竹島学園の全生徒を対象とし、島原半島

ジオパークと連携した防災授業を実施した。語り部(ジオガイド)に

よる雲仙普賢岳噴火事例やお互いのジオパークの共通点、ジオの恵

みの話や役場防災担当から村としての災害対応の説明を行った。子

供たちからは「噴火の危険性があるが、それ以上に火山の恵みが島

に活きているということを忘れずに生活したい」「災害はいつ起こ

るか分からない。防災のことを常に考え、生活していきたい」とい

った感想があった。現在、授業の資料はフェリー船内での防災情報

発信のための資料としても活用されている。 

 

F. その他 

当エリアの特徴はエリアが３島に分かれた離島である点、またその規模が合わせて 400 人足らず

という点である。前回審査以降、学術的重要性や保全についてはある程度安定的な運用が定着して

きた。規模の小ささを活かして地域の理解や協力も充分に得られており、教育面での活用も大きく

進んだ。一方、持続可能な地域を造るための最大の課題は、地域を持続するだけの人口の確保であ

り、ジオパーク活動がそれに対しどのように活用できるのか、特にツーリズムにおける活用の方法

を地域住民に示せないでいる。コロナ禍という全世界的な困難の中ではあるが、今回の審査、また

今後の活動を通じて様々な地域の知見を頂きながら、地域と一体となって活動していきたい。 

F. その他 

２３ 


